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大和都市計画 高度地区の変更 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



総 括 図（ 1 /1 0 ,0 0 0 ）（ 抜粋）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    変更区域 



計 画 図（ 1 /2 ,5 0 0 ）（ 抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 



（ 原案） 大和都市計画高度地区の変更（ 橿原市決定）  

 

都市計画高度地区を次のよう に変更する 

 

種  類 

 

 

面  積 

 

建築物の高さ の最高限度 

 

備 考 

１ ０ ｍ高度地区 

 

 

 

 

 約  ２ ２ ． ９ ha 

 

 

 

 

建築物の高さ ( 建築基準法施行令

( 昭和２ ５ 年政令第３ ３ ８ 号) 第

２ 条第１ 項第６ 号に定める 高さ

による。 以下同じ ) は、 その最高

限度を１ ０ ｍと する。  

 

１ ５ ｍ斜線高度地区 

 

 約 ２ ５ ４ ． ６ ha 

 

建築物の高さ は、 その最高限度を

１ ５ ｍと し 、 かつ、 建築物の各部

分の高さ を 当該各部分から 隣地

境界線までの水平距離に１ ． ２ ５

を 乗じ て得たも のに９ ｍを 加え

たもの以下と する。  

 

 

１ ５ ｍ高度地区  

 

 約 ８ １ ２ ． ９ ha 

 

建築物の高さ は、 その最高限度を

１ ５ ｍと する。  
 

２ ０ ｍ高度地区 

（ 勾配屋根強化型）  

 

 約  ２ ８ ． ３ ha 

 

 

建築物の高さ は、 勾配屋根建築物

( 軒の高さ （ 建築基準法施行令第

２ 条第１ 項第７ 号に定める 高さ

による。） が１ ７ ｍ以下であるも

のに限る。 ) についてはその最高

限度を２ ０ ｍと し 、 その他のもの

にあっ てはその最高限度を １ ７

ｍと する。  

 

２ ０ ｍ高度地区 

 

 

 約 ２ ２ ７ ． １ ha 

 

 

建築物の高さ は、 その最高限度を

２ ０ ｍと する。  

 

 

２ ５ ｍ高度地区 

 

 約 １ ０ ４ ． ４ ha 

 

建築物の高さ は、 その最高限度を

２ ５ ｍと する。  
 

３ １ ｍ高度地区 

 

 

 約  ６ ７ ． ７ ha 

 

 

建築物の高さ は、 その最高限度を

３ １ ｍと する。  

 

 

合  計 約１ ， ５ １ ７ ． ９ ha   

（案）



 

１ ．  既存不適格建築物等の適用除外 

  １  こ れら の高度地区が指定さ れた際当該地区内に現に存する建築物について 

   は、 その高さ が当該地区内における建築物の高さ の最高限度を超える場合であ 

   っ ても、 こ れを超えない建築物と みなす。 ただし 、 当該指定後の増築等により  

   当該最高限度を超えるこ と と なっ た部分については、 こ の限り でない。  

  ２  前項の規定において、 当該地区内に現に存する建築物には、 当該地区が指定 

   さ れた際、 当該地区内において現に建築、 修繕又は模様替の工事中の建築物を 

   含むものと する。  

  ３  都市計画法第１ ２ 条の４ 第１ 項第１ 号の規定による地区計画の区域（ 地区整備

計画で建築物の高さ の最高限度が定めら れている地区に限る。） 内の建築物で、

当該地区整備計画に適合し ている建築物については、 高度地区の制限は適用し な

い。  

  

２ ．  制限の緩和 

   １ ５ ｍ斜線高度地区において、 建築物の敷地が公園（ 都市公園法施行令（ 昭 

  和３ １ 年政令第２ ９ ０ 号） 第２ 条第１ 項第１ 号に規定する都市公園を除く 。）、  

  広場、 水面、 線路敷その他こ れら に類するも のに接する場合においては、 その 

  公園、 広場、 水面、 線路敷その他こ れら に類するも のに接する隣地境界線は、  

  その公園、 広場、 水面、 線路敷その他こ れら に類するも のの幅の２ 分の１ だけ 

  外側にあるも のと みなす。  

 

３ ．  許可による特例 

    橿原市長が、 周囲の環境上及び景観上支障がないと 認め、 橿原市都市計画審議

会の了承を得て許可し た場合は、 その許可の範囲内において上記の制限を超える 

  こ と ができる。  

 

４ ．  その他 

   「 勾配屋根建築物」 と は、 別途定める基準に適合するも のと し て、 橿原市長 

  が認めたも のをいう 。  

 

 

「 位置及び区域は計画図表示のと おり 」  

 



大和都市計画高度地区を変更する理由 

（ 橿原市決定）  

 

 

１ ． 変更区域の概要 

当該区域は、 橿原市北西部の国道２ ４ 号バイ パス線沿いに位置し ており 、 小学校を 

中心に優良な住宅地が形成さ れ、 区域南側にまと まっ た農地が広がっ ている。  

 

 

２ ． 変更理由 

当該区域は、 都市計画マスタ ープラ ンにおいて『 中密度住宅ゾーン』 に位置付けし  

 ており 、 周辺の住環境と 調和し た住宅開発や商業・ サービス施設などを誘導するこ と  

 を 目的と し たも のである。  

本変更において、 当該区域の土地利用と し ては、 既に形成さ れている住環境を保全 

し つつ、 周辺住民が利用できる商業・ サービス施設を立地誘導する為、 １ ５ Ｍ高度地 

区に変更するも のである。  

 

 

 

３ ． 変更の内容 

 

 

 

変更前高度地区 

変更後高度地区 

高度地区 面積（ ha）  

高度地区指定なし  １ ５ ｍ高度地区 ７ ． ３  

 

 


